






5、  これから

  「妊娠する生徒の数は、増えてきたか」と間われると、私への相談件数は、この学校に

勤務して 12 年間では増えたようには思えないが、生徒との話しの中で友達が妊娠してい

るとか中絶したとか子供を産んだという話しは多くなつてきている。妊娠後の結論も様々

で、学校をやめて子供を産むと決めた生徒、中絶を選んだ生徒といろいろである。私は、

生徒が親に話せるようにもっていくことと、結論がでるまで見守るしかない。またこんな

こともある。   「実は中絶したん」と後になつて聞くこともある「ごめんね。気付いて

あげられなくて。つらかったやろ.  ・・・でもこれからが大事なのよ・・・」と落ち込

む彼女を励ますこともある。

 私が今できることは、生徒達が困ったり悩んだりした時に相談に来れるような保健室に

することである。   (が現実は、いっぱいの来室生徒を相手にバタバタ、ケンケンしてい

る。このような状態では、二の足を踏む生徒もいるだろうと皮省する毎日である。本当に

もう一人養護教諭がいればと思う。)    そして、生徒が安心して相談できるあたたかい

養護教諭をめざしていくことである。

 また、私自身、中学生の息子、娘をもつ親でもあり,これからいろんな問題が生じてくる

であろうが,いろんな機会に人生の先輩としてパートナーと協力、分担しながら語ってい

けたらと思う。

最後に、十代の妊娠というテーマに絞つてお話しができなかつたことをお詫びしたい。


